
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

秋晴れに恵まれた 10 月 13 日（火）、今年度 2 回

目となる全校なかよし遊び「協力ドッジボール大

会」が行われました。1 年生から 6 年生までが学年

を越えて一緒に楽しみ、運動場には子どもたちの笑

顔があふれました。 

活動が始まる前、6 年生が早めに集合し、静かに

並んで待っていました。その姿を見て、下級生も自

然と整列していきます。上級生がよい手本を示し、下級生がその姿から学ぶ。こうした何気ない場

面にも、柞田小学校が大切にしている「温かさとけじめ」が感じられます。 

ドッジボールでは、上級生が下級生に「投げる？」と

ボールを譲ったり、「あそこに投げるといいよ」と声を

かけたり。下級生が活躍すると、一緒になって喜ぶ姿も

ありました。 

自分が楽しむだけでなく、相手も楽しめるように考え

る。自分が活躍するだけでなく、友達の活躍を一緒に喜

ぶ。 

学年も体格も違う子どもたちが、互いを思いやりなが

ら一つの遊びを楽しむ。そこには、日頃の授業や学校生

活で育んできた力が、自然な姿となって表れているように思います。 

今回の活動は、児童会の子どもたちが中心となって企画し、6 年生が準備や進行を担いました。

自分たちで考え、みんなのために行動する姿は、2 学期に大切にしている「自分から」の実践その

ものです。また、子どもたちの活動を支えてくださった先生方にも感謝しています。 

子どもは、大人から学ぶだけでなく、子ども同士の関わりの中でも育っていきます。 

今日、上級生から優しく声をかけてもらった子が、いつか自分も下級生に同じように声をかける。

そんな温かさが、子どもたちの間で自然に受け継がれていくことを願っています。 

一人一人が自分らしく輝き、友達のよさも喜べる学校。そして、誰もが安心して自分の力を発揮

できる学校。 

これからも、子どもたちの小さな成長を見逃さず、先生方、保護者・地域の皆様とともに、柞田

小学校のよさを大切に育てていきたいと思います。 
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